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藩校造士館創立250周年・鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター

設立1周年記念シンポジウム「五代友厚と〈鹿児島の近現代〉」�
「鹿児島の近現代」教育研究センター　特任准教授　伴野�文亮

2023（令和5）年10月29日（日）に、かご
しま県民交流センター大ホールにおいて、
藩校造士館創立250周年・鹿児島大学法文
学部附属「鹿児島の近現代」教育研究セン
ター設立1周年記念シンポジウム「五代友
厚と〈鹿児島の近現代〉」を開催しました。

本シンポジウムは、第Ⅰ部「基調講演」
と第Ⅱ部「トークセッション「五代友厚と

〈鹿児島の近現代〉」」の二部構成で実施し
ました。

第Ⅰ部では、八木孝昌氏（一般社団法人
日本コミュニティカレッジ講師）と井上潤
氏（公益財団法人渋沢栄一記念財団渋沢史
料館顧問）に講演をお願いしました。八木
氏には、「五代の「弘成館」鉱山業―半田銀
山をめぐって」というタイトルで、半田銀
山（福島県桑折町）をめぐる五代の取り組
みについてご講演いただきました。井上氏
には「近代日本社会の創造者渋沢栄一の思
想と行動～五代友厚との関係に触れながら
～」というタイトルで、五代と同時代を生
きた実業家である渋沢栄一の思想と行動に
ついて、途中渋沢の五代評にも触れていた

だきながらご講演いただきました。
第Ⅱ部では、メディアにおける「五代友

厚」像の形成や、五代と鹿児島との関係を
めぐる〈記憶〉の継承のあり方をテーマと
して、多彩なゲストを招いて議論しまし
た。登壇者は上記基調講演者に加え、田中
光敏氏（映画監督）、寺尾美保氏（立教大学
特任准教授）、下豊留佳奈氏（郷土史家）の
3名をゲストとしてお招きしました。田中
氏には、五代友厚を主人公とした映画「天
外者」の撮影時のエピソードなどをお話し
いただきました。寺尾氏には明治期の島津
家を研究されているお立場から、下豊留氏
には郷土史家としてひろく鹿児島の歴史研
究に携わっているお立場から、鹿児島の近
現代史に五代を位置付けていく際に留意す
べき視座についてご提言いただきました。

当日は、現地・オンライン合わせて約200
名の方々にご参加いただきました。本シン
ポジウムの開催によって、今後五代友厚を
研究していく際にポイントとなる認識につ
いて、国内外の多くの方々と共有すること
ができました。
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